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発刊にあたって

日本保育協会保育科学研究所の2022年度の研究成果をまとめた「保育科学研究第12巻（2022年

度）」を発刊いたします。

2022年度の総合テーマは、「低年齢児の保育と環境について」とし、全部で６件の研究を掲載し

ています。2022年度研究要旨については、研究所が発行している「研究所だより」第36号で紹介し

ております。

次の2023年度研究の総合テーマは「保育所等における子育て支援について」とし、６件の研究計

画が、審査委員会、倫理委員会を経て運営委員会において承認され、研究が開始されます。これら

の研究要旨については「研究所だより」第39号で紹介する予定です。

新型コロナウイルス感染症の影響により、２年度連続して開催を中止した「学術集会」ですが、

2022年度はオンライン形式で「第10回学術集会」を開催いたしました。

「第10回学術集会」では、2021（令和３）年度に実施した研究の発表と、講演、シンポジウムが

行われました。この内容については、「研究所だより」第36号、37号に概要を掲載しております。

なお、これらの研究所の発刊物は日本保育協会のホームページ内、「保育科学研究所」からご覧

いただけます。

今後とも保育科学研究所は、日本の乳幼児保育の向上を願い、保育実践・研究の各分野でご活躍

の皆様の参加を得て、保育を科学する研究を充実させていくために努めて参りたいと思います。

引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年３月

日本保育協会保育科学研究所長

五十嵐　隆





目　　次

発刊にあたって（五十嵐　隆）

研究論文

保育施設における感染症対策の改善に関する研究（菅原　民枝）……………………… 1

コロナ禍における3歳未満児保育に関する研究

　～実態調査から見えてくるもの（岩橋　道世）…………………………………………16

低年齢児保育における動的環境に関する実践的研究

　―ムーブメント遊具を用いた遊びの広がりに注目して―（庄司　亮子）……………39

乳幼児期の靴の着脱の環境要因に関する研究（松田　典子）……………………………57

乳児保育の3つの視点と３歳未満児の５領域のねらい

　及び内容を反映した保育を可能にする研修に関する研究（中島　一）………………69

【指定研究】

保育所・認定こども園等の研修体系の形成に関する研究（千葉　武夫）…………… 120

（資　料）

日本保育協会保育科学研究所細則……………………………………………………… 175

日本保育協会保育科学研究所倫理委員会細則………………………………………… 177

日本保育協会保育科学研究所審査委員会細則………………………………………… 178

日本保育協会保育科学研究所企画委員会細則………………………………………… 179

日本保育協会保育科学研究所運営委員名簿…………………………………………… 180


	空白ページ

